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法医検体の薬物分析の実際と注意点について～北里大学の現状～ 
 

佐々木 千寿子 

北里大学医学部法医学 

 

近年、法医学の薬毒物検査部門では LC/MS/MSや GC/MSを導入し自施設で薬毒物検査を

行う機関が増えている。法医学分野の薬毒物検査では、統一されたプロトコルはなく、ど

の方法を用いるかは各機関の判断であるのが現状である。血液などの生体試料の分析は

注意すべき点が多く、正しい結果を出すためには、適切な分析法を選択するとともに、デ

ータ解析を注意深く行うことが重要である。今回、一つの例として当研究室で行っている

スクリーニング検査や定性・定量検査を紹介する。 

法医検体のような未知試料の LC-MS/MSスクリーニング検査では、偽陽性の出現や、化

合物の有無の判断に苦慮するケースに遭遇することがある。誤判定を防ぐためには、定性

検査を慎重に行うことが重要である。当研究室では、トリガーMRM分析でスクリーニング

を行い、陽性となった化合物についてプロダクトイオンスペクトルを採取し、化合物を決

定している。定量検査では、極力シンプルな前処理法を選択している。また微量分析にな

るほど、ピペッティングなどの手技の影響を受けやすく、丁寧な操作が必要である。 

本口演では当研究室での検査実務の実際と、これまでに経験した問題点や基礎的な注

意点について述べたい。 
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